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令和元年度第１回子ども・子育て会議議事要旨 

 

 

日時：令和元年６月 13日 

 

場所： 区役所本庁舎８階 

 ８１３会議室 

 

 

１ 委員等紹介 

 

２ 渋谷区子ども・子育て支援事業計画進捗状況について 

 

３ 小規模保育事業に係る認可及び利用定員について 

 

４ 第二期渋谷区子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査結果報告 

 

５ 第二期渋谷区子ども・子育て支援事業計画策定方針について 
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１ 委員等紹介 

 

■会長 

· 第１回子ども・子育て会議を開催する。 

· 本日、原委員、石塚委員、田中委員、内藤委員は欠席。 

· 須田委員については退任届が提出されている。 

 

＊事務局（子ども家庭部長）より異動者について紹介。 

 

■会長 

· 保育課長より事務連絡をお願いする。 

 

＊事務局（保育課長）より事務連絡について説明。 

 

■会長 

· 会議録の公表について、質問等はあるか。 

 

（異議なし） 

 

■会長 

· 承認されたということで、よろしくお願いする。 

· 事務局職員から資料の確認をお願いする。 

 

＊事務局職員より資料について確認。 

 

２ 渋谷区子ども・子育て支援事業計画進捗状況について 

 

■会長 

· 資料に基づいて報告・説明をお願いする。 

· 最初に、平成 31 年４月１日現在の待機児童数についてお願いする。 

 

＊事務局（保育課長）より資料１について説明。 

 

■会長 

· 今のところについて質問等はあるか。 

 

■委員 

· 待機児童数が昨年、一昨年と比べて減っている気がするが、どうなのか。 
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· 今、ニーズ調査を実施しているので実際に出ている待機児童数よりもニーズが大きい可能性

もあるのではないかと思っている。 

· 複合的にニーズ調査の量と待機児童の量と見ながら、保育園を増やしていく等の対策を取る

事が必要と感じた。 

 

■事務局（保育課長） 

· １点目の待機児童数の推移について、昨年が 151 人でそこから 92 人に減っている。その前

が 252 人なので、年々減ってきている状況。 

 

■会長 

· 資料２の説明をお願いする。 

 

＊事務局（保育課長）より資料２について説明。 

 

■会長 

· 今の報告内容について質問等ないか。 

 

■委員 

· 新しく出来る保育園も含め、渋谷区の中にある保育園は園庭がない保育園が多い。 

· 最近、保育園児が巻き込まれる痛ましい事件や事故があり、それを受けて別の区民委員から、

通学路や散歩コース、子どもたちが日頃保育園で使用している公園に関しての点検やシルバ

ー人材を活用した見守り等のアイディアをこちらのほうに出してほしいということだったの

で、私が代わりに発言した。 

 

■事務局（保育課長） 

· 最近、悲しい事故も多く、ああいった事故を受け、今、各保育園のほうにお散歩等で行く公

園までの道のりや、そういったところの安全点検をお願いしているのと同時に、そういった

点検を行った結果として危険な箇所があった場合には区のほうに知らせるようにお願いして

いる。 

· それを受けて、区としては、区の別の道路や公園を管理している部署もあるので、そちらの

ほうと情報共有して、その上で必要に応じて警察のほうからも何かあるなら言ってほしいと

いうことで、文書で通知も来ているので、連携して対応していきたい。 

 

■事務局（子ども家庭部長） 

· 学校の通学路に関して、学校、教育委員会、私どもと共同で３警察署長のほうへ依頼の書類

を出し、通学の時間もしくはそういった公園の時間、その辺り重点的に警官等を増やしてい

ただきたいというところです。そこのところも快くご了承いただいた。その辺りは渋谷の子

どもであるので、教育委員会と私どもで協力したいと対応した。 
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■会長 

· 各部署で連携を取ると思う。 

 

■委員 

· 散歩に出かけた際に緊急連絡できる方法がないか聞かれ、学校 110 番は保育園の事務室に設

置されていると答えた。 

· 園外保育の際に、ダイレクトに警察に連絡が行く等、色々な事を考えている。 

· 保育園は散歩のマニュアル等持っていて、様々な事例に基づいたシミュレーションをしてい

る。最終的には大体３名ぐらいで子どもを連れて行くけれど、職員もギリギリの状態で引率

をして、何らかのかたちで警察等に連絡する際はどうしたらいいかと思っている。 

· 学校 110 番が事務所に設置されているだけではなく、学校が行った先でそういった機能を

持つようなものを全保育所が持てるといいと思う。 

·  

■会長 

· 進められるところと入れられるところは検討いただきたい。 

 

３ 小規模保育事業に係る認可及び利用定員について 

 

■会長 

· 「小規模保育事業に係る認可及び利用定員について」の説明をお願いする。 

 

＊事務局（保育施設緊急整備担当課長）より資料３・４について説明。 

 

■会長 

· 質問・意見等はあるか。 

 

■委員 

· 色々な事を想像してみると、子どもが 19人充足されていかないと小規模保育事業の場合は運

営がかなり厳しいと思う。 

· 充足される状態がどれぐらいの人数なのか、保育士を何人か確保できたかという事を教えて

いただきたい。 

 

■事務局（保育施設緊急整備担当課長） 

· 今現在 16人まで内定をしているという状況。 

 

■委員 

· ２歳か０歳が少し入っていないかといった感じか。 
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■事務局（保育施設緊急整備担当課長） 

· ０歳と１歳は定員まで埋まっていて、２歳が少し埋まっていないという状況。 

 

■会長：その他に意見・質問はあるか。 

 

４ 第二期渋谷区子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査結果報告 

 

■会長 

· 「第二期渋谷区子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査結果報告」の説明をお願いする。 

 

＊事務局（保育課長）より資料５の概要について説明。 

 

＊コンサルより資料５について説明。 

 

■会長 

· 今の説明内容、あるいは資料について質問・意見等はあるか。 

 

■委員 

· ｐ７の「子どもの年齢別」の「みてもらえる人がいますか」というところで、低年齢のほう

が「みてもらう人がいない」と答える割合が高いと報告があったが、０～２歳ぐらいだと、

預けにくい部分があるので、しょうがないのではないかと思った。 

· ｐ９で「誰に相談をしていますか」というところで、保育園や幼稚園に相談をする方が多い

という報告があったが、保育園・幼稚園が子どもの世話をする施設だけではなく、家庭生活

や、家庭での子どもの保育についても相談する場所になっているので、保育施設で働いてい

る人を含む保育施設のサポートが重要だと感じた。 

· ｐ93の「ネウボラ」の構想で、どこに相談しようかと思った時に、今の段階で期待されてい

るのが保育施設なので、そこは大切にしていかないといけないと思った。あと、ネウボラと

保育園・幼稚園の連携も大切になってくるのではないかと思う。 

 

■事務局（子ども家庭部長） 

· ネウボラについて、専門的なことが知りたい時は寄り添いながら相談につなぐ、そういうよ

うな意味ではネウボラができたことは一つ大きなことだと思う。公立の保育園長の会話でも、

ネウボラは機能の一つだという話をしていて、その辺は重々分かっているという現状。 

 

■会長 

· 保育士の方は色々な業務をこなしているが、保育士の専門性というか、研修等を受けてもら

うだとか、それぞれの保育士さんたちがキャリアアップしていく取り組みもあると思う。忙
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しい中、その様な研修に思うように出られない現状があると思うが、そういった検討等も大

事だと思う。 

 

■委員 

· 支援センターの機能も少し力を入れていければ、２歳・３歳がどこで遊んでいるのか、どこ

で相談しているのかという辺りも集団生活において、ちょうどイヤイヤ期で１番相談をした

い時期でもあると思うが、子育て支援センターとネウボラが、上手くくっついて相談できる

ようになるといいと思う。 

· 保育士の仕事量が増えていて、今、保育はまさに社会的な仕事の一つだが、保護者の相談を

受ける場所では決してないという声がある。保護者に全て否定されてしまうと、自信をなく

し、心を病んでしまい１・２年で辞めてしまう保育士がいるということはあまりにも過重な

負担があるので、その保育士をフォローする機関が必要だと思った。 

 

■会長 

‧ 保育の働く場で総合的にいろんな目で環境を整えていくことが大事だと思うが、いい保育を

するために保育士の精神状況等、色々な事が関わってくると思う。 

‧ 大分前の子ども・子育て支援の会議の時に放課後クラブにいろんな業者さんが入っていてサ

ービスのばらつきがあるので、非常にいいと思われるところに行っていると思っても、他が

何かよくないとか、自分のところがよくないといったようないろんな意見が出ていたが、サ

ービスの質の向上が保たれたというふうに認識していいか。 

 

■事務局（学務課長） 

· 現在、小学校 18校で放課後クラブを展開しているが、４事業者でもってグループで委託して

いる状況。基本的なところにいては、委託業務なので、仕様上で均一化を図っている状況。

かつ、子どもたちが過ごす時間で様々な事業を展開するところだが、この中において、現行

は事業者間でそれぞれの特色を出しているところで、若干の違いはある。そこは今後、教育

委員会のほうで一定程度の平準化、クラブ事業の充実というのを今年度から始めたところで、

直接このアンケートとはすぐに結びつくかどうかは定かではない。 

 

■委員 

· 習い事の割合がいくら増えても、中には習い事をさせられないとか、経済的にお金を出せな

い家庭もあるので、放課後クラブを維持していっていただきたいと思う。 
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５ 第二期渋谷区子ども・子育て支援事業計画策定方針について 

 

■会長 

· 「第二期渋谷区子ども・子育て支援事業計画策定方針について」の説明をお願いする。 

 

＊事務局（保育課長）より資料６について説明。 

 

■会長 

· 今の説明内容について、質問・意見はあるか。 

 

■委員 

· 「子どもの貧困などへの対策」と書いてある中に子ども食堂が入るのかどうかよく分からな

い。渋谷区としては何ヵ所かで実施しているし、補助金も出していると思うが、そこは一切

触れなくてもいいものなのかよく分からない。 

 

■事務局（子ども家庭部長） 

· そういった切り分けはしていなくて、社会福祉協議会が担当しており、渋谷区では、地域の

子どもたちを見守っていこう、その中には食事の提供はもちろんあるし、温かい雰囲気・環

境を整えることと、テーブルを囲んで皆でわいわいやる感じだと思う。 

 

■委員 

· 子ども・子育て支援事業計画というところの子どもの生育年齢何歳を目安にということがも

う少し規定されていければ、一つは政策を区としてのこの計画に盛り込めると思う。子ども

の貧困はここで捉えるべき。 

· 横断的に何か福祉部と連携してここに書き込めるといい。 

· 都市部とか区の社会福祉協議会とかともう少し情報共有して、渋谷区のお母さん方の地域福

祉の問題として書き込めればいいのではないか。 

 

■委員 

‧ 病児保育は１割だけと言っているが人数が少なく予約が取れない。子どもが急に熱を出す時

は、どう対応すればいか。 

‧ 今のところ制度がないが、民生委員の方々が、例えば子どもの送り迎えといったことができ

ないか。 

‧ ネウボラに期待している。地域のシルバーの方々をうまく利用できる制度があればいい。 

 

■委員 

‧ 子どもに対しての支援は保育園の中で考えているが、親御さんに対しては病気を抱えた方や、

子育てがうまく養育できない親御さんもいて、家庭の中に入っての支援に日々限界を感じて
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いる。 

 

■委員 

‧ 在宅で養育しているこの母子も、母親も含めて目をむけていかないといけない。 

‧ 子育て世代包括支援センターと子ども家庭支援センターの子育て支援でサポートしていかな

いと、トータルにサポートできないのだろう。 

‧ 「貧困、貧困」と言うが、本当に底辺のところに行けば「つながり貧困」。経済的な貧困だけ

ではなく、隣近所全て、社会も含めて、つながりが貧困な家庭が一番問題。お金だけではな

くてどこともつながらないところが問題になってきている。 

‧ 子育て支援は四つのターゲットで、一つ目は子ども自身、二つ目は親自身、三つ目は親子関

係、最後は地域社会。そういった視点を持ち、トータルに考えていかなければいけない。 

‧ 保育所等は一番親御さんたちにとっては相談しやすい、接点が一番多いというところ。８割

方はお母さんが働いている現状を踏まえ、対応できればいい。 

 

■会長 

‧ ネウボラに対する期待が大きいので、他の 23 区の中でも画期的なもの。 

‧ お互いにいいところを調整しながら、連携をし、実現できるように言葉だけではなく実行が

できるように、職員交流等をしてもいい。 

 

■委員 

‧ 区の民生委員協議会の子どもの部会や社会福祉協議会とのヒアリングを行う等、横をつなげ

る事を渋谷区にやっていただきたい。 

‧ 皆で懇談して情報交流して、それを聞き取ったものを文章にどう入れたかという経緯を明示

するとより生きたものになる。 

‧ 将来展望として子どもが主人公になって渋谷区のいずれ納税者になっていく。将来を見すえ

た文章を書いてくれるとうれしい。 

 

■会長 

‧ 何かあれば保育課にメール等で問い合わせいただきたい。 
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６ その他 

 

■会長 

‧ 閉会前に保育課長から連絡をお願いする。 

 

＊事務局（保育課長）より事務連絡について報告。 

 

■会長 

‧ 第２回開催について、決まり次第、各委員に通知する。 

 

（閉会） 


